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晶
血
曹

に
買
っ
て
も
ら
っ

た
ん
だ
よ
、
さ
ゆ
り
は
お

母
さ
ん
だ
か
ら
い
い
だ
ろ
う
。
」

誰
に
買
っ
て
も
ら

っ
て
も
、
同
じ
だ
と
思

う
が
、

「い
い
な
、
お
兄
ち
ゃ
ん
お
父
さ
ん

に
買
っ
て
も
ら
っ
た
の
、
さ
ゆ
も
お
父
さ
ん

に
買
っ
て
も
ら
い
た
い
な
。」

兄
妹
の
会
話

を
聞
い
て

「お
っ
と
、
な
ん
て
い
う
会
話
、

こ
ん
な
に
父
親
の
こ
と
思

っ
て
い
る
と
は

父
親
の
い
な
い
子
供
に
な

っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
子
供
は
子
供
な
り
の
考
え
で
強
い
意

志
を
持
ち
、
父
親
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
生
き
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
年
生
に
あ
が
る
我
が
子
の
姿
を
ひ
と
目

で
も
、
見
て
ほ
し
か

っ
た
。

一
周
忌
が
す

み
、
新
た
な
気
持
ち
で
親
子
と
も
ど
も
一
臼

一
臼
を
大
切
に
、
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（干

m
lω

北
海
道
幌
泉
郡
機
裳
町

襟
裳
岬
m
M
の
7

）

第 64号平成 4年 4月 1日

「姿」
「お
父
さ
ん
、
も
う
ち
ょ

っ
と
で

一
年
生
だ

よ
。」

「お
父
さ
ん
、
机
と
か
ば
ん
を
買

っ
て
も

ら
っ

た
。
」

毎
日
が
ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
そ
う

で
す
。

保
育
所
も
あ
と
ち
ょ
っ
と
で
終
わ
り
で

す
。
こ
の
子
は
、
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
さ
ゆ
ね
机
買
っ
て
も
ら
っ

た
よ
、
い
い
で
し
ょ
う
。」

「
さ
ゆ
り
、
お
兄
ち
ゃ
ん
な
ん
か
お
父
さ
ん

よ？ミd』

':D. 英

藤田小百合さん

＝民
間

平

成

四

年

度

事

業

の

概

要

( 1 ) 

新
学
期
を
迎
え
、
新
た
に
入
園
、
入
学
さ

れ
る
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
進
級
さ
れ
る
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
方

に
も
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
育
英
会
も
新
事
業
年
度
を
迎
え
、
育
英

事
業
の

一
層
の
充
実
を
め
ざ
し
て
努
力
を
続

け
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
本
年
も
皆
さ
ん

の
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
事
業
の
概
要
に

つ
い
て

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

一
、
学
資
給
与
事
業

山
学
資
給
与
額

幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
在
学

（園
）
奨
学
生
に
対
す
る
給
与
月
額
は
、

八
千
円

（前
年
度
同
）

中
学
校
在
学
奨
学
生
に
対
す
る
給
与
月

額
は
、

一
万
円

（同
）
で
す
。

ω
入
学
記
念
品
贈
呈
額

小
学
校
三
万
円

（同
）
、
中
学
校
二
万

円
（
同
）
で
す
。

二
、
奨
学
金
貸
与
事
業

山
高
校
生
奨
学
貸
与
金
は
、
月
額
二
万
円

の
ほ
か
、
希
望
者
に
は
入
学

一
時
金
十
万

円
を
貸
与
し
ま
す
。
（
前
年
度
同
）

凶

大
学
生
等
奨
学
貸
与
金
は
、
月
額
四
万

円
、
希
望
者
に
は
入
学

一
時
金
四
十
万
円

以
内
を
貸
与
し
ま
す
。

（同
）

三
、
新
規
奨
学
生
の
選
考
等

新
規
の
奨
学
生
願
書
の
受
け
付
け
締
切

日
、
奨
学
金
等
の
送
金
予
定
月
日
は
、
い
ず

れ
も
年
四
回
に
区
切
り
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
本
年
度
よ
り
学
資
給
与
金
や
奨
学

貸
与
金
が

一
日
も
早
く
届
く
よ
う
、
前
年
度

よ
り
送
金
予
定
日
を
約
二
十
日
間
早
め
る
こ

と
に
い
た
し
ま
す
。

願
書
締
切
送
金
予
定
月
日

第

一
回

四

月

二
十
五
日
五
月
二
十
五
日

第
二
回
七
月
十
五
日
八
月
十
五
日

第
三
回
十
月
十
五
日
十
一
月
十
五
日

第
四
回

一
月
十
五
日
二
月
十
五
日

四
、
育
英
事
業
の
推
進
に
必
要
な
事
業

ハλ
の
思
い
山
山

鳥
羽
市
立
神
島
中
学
校
三
年

小
久
保
幸
俊

父
が
漁
の
最
中
に
事
故
で
亡
く
な

っ
た

時
、
僕
は
ま
だ
幼
稚
園
で
四
歳
の
中
頃
で
し

た
。
だ
か
ら
僕
の
父
に
対
す
る
記
憶
は
少
し

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

僕
が
小
さ
い
時
、
風
船
を
持
っ
て
歩
い
て

い
る
と
父
が
僕
の
所
へ
来
て
、
風
船
を
ふ
く

ら
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
も
う

一
つ

僕
が
御
飯
の
時
、
泣
い
て
い
る
と
、

「う
る

さ
い
f
」
と
ひ
と
言
だ
け
言
っ
て
窓
の
外
に

ほ
う
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
二
つ
し
か
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
僕
は
、
そ
の

一
番
優

し
か

っ
た
父
と
、

一
番
怖
か

っ
た
父
の
二
つ

を
半
分
ず
つ
覚
え
て
い
て
良
か

っ
た
と
思

っ

て
い
ま
し
た
。

で
も
や

っ
ぱ
り
そ
の
こ
つ
で
は
少
な
く
思

い
ま
す
。
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
ど
こ
か
の

人
が
、

「ょ
う
父
ち
ゃ
ん
に
似
て
来
た
な

あ
。」

と
か
、

「父
ち
ゃ
ん
よ
り
大
き
く

な
っ
た
な
あ
。」

と
か
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

で
も
自
分
で
は
、
全
然
意
味
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
父
の
顔
は
仏
壇
の
写
真
で
見
て
い
る
の

前
年
度
に
引
き
続
き
、
国
（
全
漁
連
経

由
）
の
補
助
金
助
成
を
受
け
て
、
広
報
用
ポ

ス
タ
ー
等
の
作
成
や
漁
船
海
難
遺
児
漁
業
従

事
者
等
座
談
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
広
報
・
募
金
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
本
育
英
事
業
の
広
報

・
募
金
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

従
来
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
は
、

「育
英

会
だ
よ
り
」
の
発
行

（年
四
回
）
、
海
難
遺

族
の
生
活
実
態
調
査
、
母
親
座
談
会
を
開
催

し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
に
は
奨

学
生
や
お
母
さ
ん
方
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
必
要

で
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

五
、
育
英
事
業
基
盤
の
強
化

大
学
生
等
奨
学
金
貸
与
事
業
に
伴
う
資
金

増
大
並
び
に
教
育
費
の
負
担
増
加
に
対
応
し

た
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
今
後
と
も

基
本
財
産
の
造
成
を
図
り
事
業
基
盤
の
強
化

を
推
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
か
知
ら
な
く
て
、

ハメ
の
背
の
高
さ
も
全
然

知
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
僕
は
ア
つ
ん
。」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
心
の

中
で
、
つ
ら
く
は
な
い
の
で
す
が
、
と
て
も

父
の
顔
と
体
が
見
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り

ま
す
。

そ
ん
な
僕
は
、
父
の
存
在
に
は
あ
ま
り
関

心
が
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
日
ま
で
僕
が

小
学
校
・
中
学
校
を
や

っ
て
来
れ
た
の
も
み

ん
な
母
と
、
僕
の
周
り
の
人
達
の
並
々
な
ら

ぬ
努
力
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
母
は
、
父

が
亡
く
な

っ
て
か
ら
の
十
一
年
間
、
僕
と
兄

と
姉
の
三
人
を
何
不
自
由
な
く
育
て
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
僕
達
三
人
は
父
が
い
な
い

た
め
に
、
数
々
の
苦
労
を
母
に
与
え
て
来
ま

し
た
。
そ
ん
な
母
と
僕
の
周
り
の
人
々

の
存

在
を
こ
の
文
章
を
書
く
に
あ
た

っ
て
改
め
て

あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

僕
は
今
、
中
学
校
卒
業
ま
で
見
守
っ
て
く

だ
さ

っ
た
母
と
そ
し
て
、
他
の
僕
の
周
り
の

人
に
対
し
て
表
現
し
き
れ
な
い
程
、
お
礼
が

言
い
た
い
で
す
。

今
日
ま
で
、
お
金
の
面
、
生
活
の
面
、
勉

強
の
面
で
、
数
々
の
御
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（一T
M

鳥
羽
市
神
島
町
但
）

大

拝
啓
、
陽
春
の
候
と
な
り
日
増
し
に
暖

か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
に
夫
が
亡
く
な
り
、
そ
の
頃

長
男
は
八
才
で
し
た
。
な
に
ご
と
も
な
く
十

五
才
に
な
り
平
成
四
年
三
月
に
中
学
校
を
卒

業
で
き
ま
し
た
。
四
月
に
高
校
に
入
学
し
ま

す
。
育
英
会
の
助
け
が
あ

っ
て
本
当
に
助
か

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
酒
津
市
鈴
木
夏
枝
・
母
親
）

公

皆
様
方
の
お
力
添
え
で
息
子
も
健
や
か

に
元
気
に
毎
日
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。
い
よ

い
よ

（中
学
）

三
年
生
、
ま
だ
ま
だ
受
験
も

現
実
感
な
ど
な
い
よ
う
で
、
の
ん
び
り
マ
イ

ペ
ー
ス
で
親
と
し
て
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
お
り
ま

す
が
素
直
に
育
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け

で
十
分
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
函
館
市
田
山
敏
子
・
母
親
）

大

お
陰
様
で
三
月
一
日
（
高
校
）
卒
業
し

ま
し
た
。
四
月
一
白
よ
り
社
会
人
と
し
て
出

発
い
た
し
ま
す
。
就
職
先
は
、
福
岡
県
に
あ

り
ま
す
ホ
テ
ル
の
調
理
を
担
当
し
ま
す
。

（
下
関
市
川
本
豊
子
）

無
事
三
月
一
目
、
高
校
卒
業
い
た
し
ま

y守

し
た
。
四
日
こ

日
に
は
、
海
上
自
衛
酎
除
に
入

隊
の
予
定
で
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
福
岡
市
林
田
伸
一
）

大

三

年
間
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
無
事
、

高
校
卒
業
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
短
大
の
方
も
入
学
が
決
ま
り
、

ま
た
ま
た
皆
様
方
に
お
世
話
様
に
な
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
森
本
由
紀
子
）

大

お
か
げ
さ
ま
で
、

三
月
十
七
日
に
中
学

校
を
卒
業
し
ま
す
。
水
産
高
校
へ
入
れ
る
と

良
い
の
で
す
が
、
十
八
日
発
表
で
す
。
ま
た

お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
（
竜
介
君
は
、
靖
れ
て
県
立
八
戸
水
産
高
校
ヘ

入
学
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

（
八
戸
市
十
文
字
紀
子
・
母
親
）
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公

告

平
成
三
年
度
事
業
の
う
ち
、
幼
稚
園

・
小
学
校
・
中
学
校
に
在
学
す
る
奨
学

生
を
対
象
に
実
施
し
た
学
資
給
与
事

業
、
並
び
に
大
学
生
等
奨
学
金
貸
与
事

業
に
対
し
、
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興

会
か
ら
二
、
二
O
六
万
八
千
円
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
公
告

し
、
衷
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
補
助
金
は
、
本
年
度
も

引
き
続
き
交
付
さ
れ
ま
す
。

基
金
造
成
中
の
本
会
に
と
っ
て
、
育

英
事
業
の
推
進
上
き
わ
め
て
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
併
せ
公
告

し
、
同
振
興
会
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
四
年
四
月

側
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

理

事

長

鈴

木

善

幸

二
月
二
十

一
日
、
第
四
回
選
考
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
給
与
奨
学
生
三
十
四
人
、
高
校

貸
与
奨
学
生
一
人
、
計
三
十
五
人
が
新
た
に

一

採
用
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
四
年
三
月
末
現

在
の
奨
学
生
数
は
、
裏
面
の
「
都
道
府
県
別

奨
学
生
数
」
の
と
お
り
、

一
、
O
七
八
人
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
校
又
は
大
学
等
進
学
予
定
の
予

約
奨
学
生
は
、
今
回
新
た
に
十
四
人
が
採
用

さ
れ
、
平
成
三
年
度
の
予
約
採
用
奨
学
生

は
、
高
校
三
十
六
人
、
大
学
等
二
十
八
人
、

計
六
十
四
人
と
な
り
ま
す
。

「
「
サ
ン
ケ
イ
福
祉
の
船
」
｜
｜
｜
」

「
ー
八
月
六

3
九
日
静
岡
県
で
開
催
」

本
年
度
の

「サ
ン
ケ
イ
福
祉
の
船
」
は
、

静
岡
県
中
伊
豆
・
下
回
を
中
心
に
、
八
月
六

日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す
。本

会
奨
学
生
も
前
年
度
に
引
き
続
き
招
待

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
対
象
者

に
は
本
会
か
ら
直
接
連
絡
し
ま
す
が
、
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
関
東
一
都
六
県
、
東
北
四
県

（青
森
・
秋
田
県
を
除
く
。
）
及
び
新
潟
・

静
岡
県
在
住
の
小
学
校
五
、
六
年
生
で
す
。



）
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（
－
『
募
金
・
御
寄
付
』
の
お
礼

平
成
三
年
十
二
月

（前
号
続
き
）
か
ら
平
成
四
年

二
月
ま
で
に
御
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々

（年
末
募

金
を
含
み
ま
す
。

）
の
御
芳
名
を
掲
げ
、
そ
の
御
芳

志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
－
芳
名

（敬
称
略
）

一
、
通
也
系
統
募
金

（各
都
道
府
県
の
漁
連
、
信
漁

連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る

「漁
船
海
難
遺
児
を
励

ま
す
地
方
協
議
会

（略
称
・
地
方
協
）
」
で
取
り

扱
っ
た
分
で
、
一

般
寄
付
金
を
含
み
ま
す
。

｛
一
月
｝
＠
北
海
道
マ
本
間
水
産
附
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

パ
ザ
！
収
益
金
マ
西
村
瀬

一
＠
青
森
県
マ
地
方
協
。

宮
城
県
マ
塩
釜
地
区
機
船
漁
業
協
同
組
合
マ
大
慶
漁

業
側

O
千
葉
県
マ
平
島
孝
太
郎
・
庄
司
博
次
・
吉
田

勇
次
郎
・
近
藤
常
次
・
渡
辺
雄
二
郎
・
外
記
栄
太
郎

l
受
賞
祝
い
。
富
山
県
マ
加
藤
光
雄
マ
布
目
久
幸
マ

地
方
協
。
三
重
県
マ
地
方
協
。
京
都
府
マ
地
方
協
。

兵
庫
県
マ
天
野
寿
美
子
。
岡
山
県
マ
地
方
協

O
山
口

県
マ
石
村
弘
治
マ
木
村
鴻
次
郎
マ
地
方
協

O
島
根
県

マ
野
木
敏
久
香
典
返
し
マ
地
方
協
。
香
川
県
マ
地

方
協
。
高
知
県
マ
菊
池
徳
三
郎
。
大
分
県
マ
地
方
協
。

宮
崎
県
マ
地
方
協

｛－一月〕

O
北
海
道
マ
堺
和
男
・
安
部
勝
美
・
畑
谷

栄
悦

・
花
川

マ
ツ
子
1
香
典
返
し
。
千
葉
県
マ
地
方

協
＠
東
京
都
マ
地
方
協

O
静
岡
県
マ
地
方
協

O
三
重

県
マ
山
下
健
作
ほ
か
。
富
山
県
マ
中
村
和
夫

O
京
都

府
マ
田
中
史
郎
。
兵
庫
県
マ
山
本
加
害
ほ
か

O
福
岡
県

マ
ヤ
ハ
マ
九
州
側
。
鹿
児
島
県
マ
地
方
協

二
、
一
一
般
寄
付

〔＋
二
月
〕

マ
井
村
卓
夫

（神
戸
市
）
マ
岡
野
務

（広
島
市
）
マ
横
須
賀
与
四
郎

（
那
河
湊
市
）
マ
村

田
紘

一
（
金
沢
市
）
マ
船
木
文
次
郎

（福
井
県
三
国

町
）
マ
綱
湖
澄
雄

（札
幌
市
）
マ
尾
崎
忠
士

（浦
和

市
）
マ
内
海
英
男

（千
代
田
区
）
マ
長
谷
川
浩

（流

山
市
）
マ
亀
田
静
枝

（
町
田
市
）
マ
樋
田
徹
也

（大

田
区
）
マ
梅
津
静
子

（間
）
マ
三
鬼
岩
夫

（尾
鴬

市
）
マ
江
連
滋
弘

（千
歳
市
）
マ
全
国
海
友
婦
人
会

東
京
支
部
マ
日
本
水
産
側
役
員
従
業
員

一
同

（千
代

田
区
）マ
側
温
水
養
魚
開
発
協
会
役
職
員

一
同

（同
）

マ
ニ
チ
モ
ウ
側
・
同
従
業
員
一
同

（同
）
マ
側
ホ
ウ

ス
イ

（中
央
区
）
マ
船
橋
中
央
魚
類
側

一
同

（船
橋

市
）
マ
紛
日
本
遠
洋
底
曳
網
漁
業
協
会

（千
代
田

区
）
マ
漁
船
保
険
中
央
会
（
港
区
）
マ
附
農
林
放
送

事
業
団

（同
）
マ
鮒
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

役
職
員
一
同

（台
東
区
）
マ
日
本
鰹
鮪
漁
業
協
同
組

合
連
合
会

（千
代
田
区
）
マ
附
全
国
ま
き
網
漁
業
協

会
事
務
局

（港
区
）
マ
側
海
外
漁
業
協
力
財
団

（同
）

マ
例
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

（千
代
田
区
）
マ
島

根
県
立
浜
田
水
産
高
等
学
校
職
員
・

生
徒
会
一

同

（浜
田
市
）
マ
日
本
大
型
人
工
魚
礁
協
会

（
江
東

区
）
マ
三
和
船
電
側

（
台
東
区
）
マ
側
熱
海
魚
市
場

（熱
海
市
）
マ
ア
サ
ヒ
テ
ッ
ク
ス
側

（三
鷹
市
）
マ

鮒
水
産
土
木
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー

（中
央
区
）
マ
東

京
北
魚
側

（足
立
区
）
マ
側
ニ
チ
ロ
・
役
員
従
業
員

二
同

ハ千
代
田
区
）
マ
助
六
食
品
側

ハ大
阪
市
）
マ

側
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
ハ
千
代
田
区
）
マ
大
津
潜

水
産
加
工
業
協
同
組
合
ハ
費
減
昼
間
大
津
町
〉
マ
柿
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市
場
側

（柏
市
）
マ
閥
横
須
賀
魚
市
場
（
倹
須
賀

市
）
マ
名
古
屋
海
産
市
場
側

（名
古
屋
市
）
マ
名
古

屋
市
水
産
物
商
業
協
同
組
合

（同
）マ
全
国
加
工
海
苔

協
同
組
合
連
合
会

（文
京
区
）
マ
鮒
日
本
缶
詰
協
会

（千
代
田
区
）
マ
千
葉
魚
類
附

（千
葉
市
〉
マ
北
冷

蔵
側

（函
館
市
）
マ
凶
南
米
北
岸
底
曳
網
漁
業
協
会

（港
区
）
マ
東
洋
水
産
側
有
志

一
同

（同
）
マ
紛
い

わ
し
食
用
化
協
会

（問
）
マ
側
に
ん
べ
ん
商
店

（
い

わ
き
市
）
マ
北
九
洲
水
産
物
小
売
団
体
協
同
組
合

（北
九
州
市
）
マ
日
興
冷
凍
附

（江
東
区
）
マ
川
崎

魚
市
場
側
・
小
笠
原
喜
久

（川
崎
市
）
マ
字
都
宮
水

産
物
小
売
商
業
協
同
組
合

（｛
子
都
宮
市
）
マ
附
漁
業

信
用
基
金
中
央
会
（
港
区
）
マ
全
国
い
か
加
工
業
協

同
組
合

（文
京
区
）
マ
他
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会

（中
央
区
）
マ
紛
日
本
栽
培
漁
業
協
会
西
日
本
支
部

（神
戸
市
）
マ
同
伯
方
島
事
業
場

（愛
媛
県
伯
方

町
）
マ
刷
全
国
漁
港
協
会

（千
代
田
区
）
マ
側
花
輪

魚
市
場

（鹿
角
市
）
マ
側
い
ち
ま
る

（焼
津
市
リ
マ

大
海
水
産
側
役
職
員
一
同

（熊
本
市
）
マ
波
間
漁
業

側

（稚
内
市
）
マ
側
全
国
漁
業
無
線
協
会

（台
東

区
）
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校

一
向

（柏
市
）
マ

山
形
県
立
加
茂
水
産
高
等
学
校

（鶴
間
市
）
マ
石
川

県
立
水
産
高
等
学
校

（石
川
県
能
都
町
）
マ
静
岡
県

立
漁
業
高
等
学
園
職
員
一
同

（焼
津
市
）
マ
高
知
県

立
室
戸
岬
水
産
高
等
学
校

（室
戸
市
）
マ
丸
仙
水
産

側

（宮
古
市
）
マ
西
日
本
魚
市
側

（松
浦
市
）
マ
大

輿
水
産
側

（石
巻
市
）
マ
凶
聞
東
京
商
社

（中
央
区）

マ
側
海
老
の
大
丸
・
中
川
正

（伺
）マ
山
二
漁
業
陶

（長
崎
県
生
月
町
）
マ
若
湖
水
産
側

（串
木
野
市
）

マ
福
井
水
産
側

（福
井
市
）
マ
附
阿
部
善
商
店
（
塩

釜
市
）
マ
側
水
沢
魚
市
場

（水
沢
市
）
マ
伊
藤
漁
業

側

（釧
路
市
）
マ
紋
代
丸
漁
業
側

（焼
津
市
）
マ
山

川
水
産
加
工
業
協
同
組
合

（鹿
児
島
県
山
川
町
）
マ

柴
山
港
漁
業
協
同
組
合

（兵
庫
県
香
住
町
）
マ
全
国

珍
味
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会

（中
央
区
）
マ
全
国

海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（港
区
）
マ
東
洋

漁
業
側

（長
崎
市
）
マ
土
佐
魚
類
側

（高
知
市
）
マ

大
分
魚
市
側

（大
分
市
）
マ
岡
山
中
央
魚
市
川
開

（岡

山
市
）
マ
北
洋
合
同
水
産
側
・
全
国
鮭
鱒
流
網
漁
業

協
同
組
合
連
合
会

（千
代
田
区
）
マ
丸
北
水
産
側

（東
久
留
米
市
）
マ
い
わ
き
魚
類
側

（
い
わ
き
市
）

マ
大
熊
魚
市
川
開

（高
知
市
）
マ
船
橋
水
産
側

（船
橋

市
）
マ
陶
大
井
漁
業
部

（宮
古
市
）
マ
側
博
電
社

（下
関
市
）
マ
奥
田
漁
業
側

（担
釜
市
）
マ
越
後
食

品
側

（塩
釜
市
）
マ
側
山
形
丸
水

（山
形
市
）
マ
彦

根
中
央
魚
市
場
側

（彦
根
市
）
マ
や
ま
な
か
食
品
工

業
側

（長
岡
市
）
マ
北
英
機
材
附

（渋
谷
区
）
マ
長

久
丸

・
大
門
長
衛

（尾
鷲
市
）
マ
日
東
水
産
側

（稚

内
市
）
マ
阿
佐
々
木
新
六
商
店

（宮
古
市
）
マ
全
国

調
理
食
品
工
業
協
同
組
合

（台
東
区
）
マ
側
ニ
チ
レ

イ
（
中
央
区
）
マ
海
外
ま
き
網
漁
業
側

（千
代
田

区
〉
マ
荻
布
漁
業
生
産
組
合

（高
岡
市
）
マ
波
崎
水

産
加
工
業
協
同
組
合

（茨
城
県
波
崎
町
）
マ
和
歌
山

水
産
物
商
業
協
同
組
合

（和
歌
山
市
）
マ
附
北
洋
は

え
な
わ
・
さ
し
網
協
会

（港
区
）
マ
側
漁
港
漁
村
建

設
技
術
研
究
所

（同
〉
マ
農
林
中
央
金
庫
役
職
員

一

同

（千
代
田
区
〉
マ
九
州
大
学
農
学
部
水
産
学
科
水

産
実
験
所
一
同

〈福
岡
市
〉
マ
三
重
県
農
林
水
産
部

＃
小
串
庄
市
宇
韓
初
日
間

ハ
樟
伴
甫
叩
）

二
月
】

マ
牧
原
斌
ハ
請
郡
市
〉
マ
金
沢
漁
業
側

（宮古市）マ道央水産物商業協同組合（札幌

市）マ枕崎水産加工業協同組合（枕崎市）マ

側海外まき網漁業協会（台東区）マ倒金栄漁

業（いわき市）マ海形水産側（気仙沼市）マ

北松魚市側（長崎市）マ側岡山県水（岡山

市）マ冨士電球工業側（新宿区）マ三和厨理

工業側（清水市）マ大阪市水産物卸協同組合

一同（大阪市）マ側海研漁業（北海道寿都

町）マ石川中央魚市側一間（金沢市）マ回遊

隆一（横浜市）ママルヨ水産側（八一戸市）マ

胸高松東魚市場（高松市）マ有磯漁業側（魚

津市）マ黒川水産側（いわき市）マ奥山義孝

（福井県）マ川崎魚市場側役職員一同（川崎

市）マ側丸福魚市場（倉敷市）マ岩手県立広

田水産高等学校（陸前高田市）マ宮崎県立宮

崎水産高等学校（宮崎市）マ室井溶子（練馬

区）マ横須賀三浦地区同盟（三浦市）マ宝幸

水産側（中央区）マ魚市静岡魚市州側（静岡

市）マ日本鮭鱒漁業協同組合（港区）マカネ

タメ水産側（稚内市）マ大東魚類側（名古屋

市）マ丸江水産冷蔵側（三重県紀伊長島町）

マ佐賀魚側（佐賀市）マ福一漁業側（焼津

市）マ側天満商店（泉南市）マ立塚巌（富山

県入善町）マ天野隆誼（清水市）マ小野寺雄

一（気仙沼市）マ丸水秋田中央水産附（秋田

市）マ香川県魚市場側（高松市）マ側丸水館

山魚市場（舘山市）マ員塚魚市場側（貝塚

市）マ北海道小樽水産高等学校（小梅市）マ

函市函館魚市場側（函館市）マ宝洋水産側

（気仙沼市）マ金子漁業側（長崎市）マ鹿沼

青果水産小売商業協同組合（鹿沼市）マ三好

正高（和歌山県太地町）マ側クラハシ（福山

市）マ竹内謙（葛飾区）マ大館市青果魚類卸

売側（大舘市）マ東洋冷蔵側（清水市）マ側

浜屋漁業部（いわき市）マ福井缶詰側（小浜

市）マ大京魚類側（京都市）マ海王丸漁業側

（伊勢市）マ第一食品側（札幌市）マ高知中

央市場鮮魚買受人協同組合（高知市）マ大信

水産側（沼津市）マ岸和田魚市場側（岸和田

市）マ全国漁業協同組合連合会役職員一同

（千代田区）マ奥田卓次（草加市）マ大阪水

産加工業協同組合（大阪市）マ春田孝二郎

（文京区）マ新潟県水産物倒（新潟市）マ中

央魚類側・大都魚類側・築地魚市場側・第一

水産側・東都水産側（中央区）マ角田美津子

・香典返し（杉並区〉マ北九州魚市場側一同

（北九州市）マ剛弘前丸魚（弘前市）マ豊田

魚市場側（豊田市）マ仙都魚類側（仙台市）

マ日本ボーイスカウト大槌第二団カブスカウ

ト隊（岩手県大槌町）マ広島県水産漁港課

（広島市）マ泰東製綱側（港区）マ中山筆子

（藤沢市）マ沖縄県水産振興課（那覇市）マ

室蘭水産物小売商協同組合（玄関市〉マ例日

本冷凍食品検査協会（港区）マ東京水産ター

ミナル側（大田区）マ紛漁船協会（港区）マ

側全国漁港オンラインセンター（三鷹市）マ

山津水産側（新潟市）マ明治漁業側（いわき

市〉マ石巻魚市場側（石巻市〉マ阪井光平
ハ堺市Vマ新潟県水産課〈新潟市）マ東京水

産大学ハ港区〉マ福久漁業側（焼津市〉マ閥
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万
世
（
青
森
県
大
畑
町
）
マ
山
田
武
男
・
香
典
返
し

（
江
別
市
）
マ
小
林
誠

（台
東
区
）
マ
農
林
漁
業
金

融
公
庫
役
職
員

一
向

（千
代
田
区
）
マ
木
村
か
祢

（渋
谷
区
）
マ
三
重
県
立
水
産
高
等
学
校

（三
重
県

志
摩
町
〉
マ
山
成
商
事
側

（七
尾
市
）
マ
側
原
田
商

店

（台
東
区
）
マ
桜
井
朝
之
・
貴
之
・
博
之

（練
馬

区
）
マ
広
島
魚
市
場
側

（広
島
市
〉
マ
川
島
良

一

（金
沢
市
）
マ
前
田
忠
嗣

（後
浜
市
）
マ
函
館
公
海

漁
業
側

（港
区
）
マ
千
葉
県
立
銚
子
水
産
高
等
学
校

（銚
子
市
）
マ
愛
媛
県
立
字
和
島
水
産
高
等
学
校

（｛
千
和
島
市
）
マ
ヤ
ン

マ
l
デ
ィ
ー
ゼ
ル
側
舶
用
事

業
部

（大
阪
市
〉
マ
制
日
本
栽
倍
漁
業
協
会
百
島
実

験
地

一
同

（尾
道
市
）
マ
沼
岡
県
水
産
振
興
課

（福

岡
市
）
マ
古
野
電
気
附
営
業
部
一
同

（西
宮
市
）
マ

坂
本
亘

（京
都
市
）
マ
側
漁
港
浅
海
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
一
同

（中
央
区
）
マ
側
海
洋
生
物
環
境
研
究

所

（千
代
田
区
）
マ
ア
ル
フ
ァ
冷
蔵
側

（大
田
区
）

マ
海
事
思
想
普
及
研
究
会

・
神
戸
港
を
考
え
る
会

全
日
海
関
西
地
方
支
部
経
由

（神
戸
市
）
マ
側
岐
阜

魚
介

（岐
阜
市
）
マ
鮒
日
本
原
子
力
産
業
会
議

（港

区
）
マ
沖
縄
水
産
高
等
学
校
教
職
員
一
向

（糸
満

市
）
マ
兵
庫
県
立
香
住
高
等
学
校
水
産
科
職
員
・
同

但
州
丸
乗
組
員
一
同
（
兵
庫
県
香
住
町
）
マ
広
島
水

産
側

（広
島
市
）
マ
水
産
庁
l
遠
洋
諜
・
国
際
課
・

企
画
課

・
沿
岸
課
・
計
画
課

・
船
舶
管
理
室

（東
光

丸
・
白
龍
丸
・
白
萩
丸
・
照
洋
丸
・
白
嶺
丸
・
船
舶

予
備
員

一
同
）

・
防
災
海
岸
諜
・
漁
業
保
険
課
・
漁

場
保
全
課
・
協
同
組
合
課
・
振
興
課

（千
代
田
区
）

マ
同
香
住
漁
業
調
整
事
務
所

（兵
庫
県
香
住
町
）
マ

同
水
産
工
学
研
究
所

（茨
城
県
波
崎
町
）
マ
同
北
海

道
漁
業
誠
整
事
務
所
（
札
幌
市
）
マ
同
北
海
道
さ
け

ま
す
ふ
化
場

（同
）
マ
同
南
西
海
区
水
産
研
究
所
高

知
庁
舎

（高
知
市
）
マ
同
神
戸
真
珠
検
査
所

（神
戸

市
）
マ
茨
械
県
水
産
施
設
課

（水
戸
市
）
マ
石
川
県

〈平底4~3 月末現在｝

鶴道府県別奨学生散

水
産
課

（金
沢
市
）
マ
三
浦
昭
二
郎
・
香
典
返
し

（伊
丹
市
）
マ
千
葉
県
立
安
一房
水
産
高
等
学
校
水
友

会

（館
山
市
）
マ
福
井
県
立
小
浜
水
産
高
等
学
校

（小
浜
市
）
マ
側
柳
井
魚
市
場

（柳
井
市
）
マ
山
上

義
人

（奈
良
市
）
マ
野
村
水
産
工
業
側

（函
館
市
）

マ
上
回
都
美

（荒
川
区
）
マ
加
藤
満

（富
士
市
）
マ

側
極
洋
役
職
員
一
一
同

（千
代
田
区
）
マ
側
ト
キ
メ

ッ

ク
マ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
事
業
部

（品
川
区
）
マ
木
村
忠

兵
衛

・
須
田
金
漁
業
側
ほ
か
l
全
日
海
石
巻
支
部
経

由

（石
巻
市
）
マ
高
橋
圭
介

（鎌
ケ
谷
市
）
マ
農
林

漁
業
信
用
基
金
湯
島
事
務
所
役
職
員

一
同

（文
京

区
）
マ
富
山
県
立
水
産
高
等
学
校
生
徒
会

（滑
川

市
）
マ
M

阿
南
都
水
産

（大
和
郡
山
市
）
マ
新
日
本
気

象
海
洋
側
水
域
調
査
部

（世
田
谷
区
）
マ
丹
和
子

（新
居
浜
市
）
マ
中
平
タ
ケ
ノ
（
熊
本
県
三
角
町
）

マ
稲
葉
食
品
側

（静
岡
県
由
比
町
）
マ
静
岡
県
立
焼

津
水
産
高
等
学
校
（
焼
津
市
）
マ
飯
村
久
子

（野
田

市
）
マ
開
洋
漁
業
側

（八
戸
市
）
マ
福
井
県
水
産
課

（福
井
市
）
マ
岡
三
ツ
一扇（
塩
釜
市
）
マ
島
根
県
立

隠
岐
水
産
高
等
学
校

（島
根
県
西
郷
町
）
マ
北
海
道

大
学
水
産
学
部

（函
館
市
）
マ
例
日
本
船
員
厚
生
協

会
横
浜
海
員
会
館
（
横
浜
市
）
マ
北
海
道
函
館
水
産

高
等
学
校

（北
海
道
上
磯
町
）
マ
北
海
道
漁
船
課

（札
幌
市
）
マ
川
崎
魚
市
場
側

（川
崎
市
）
マ
側
海

洋
生
物
環
境
研
究
所

（千
代
田
区
）
マ
海
洋
水
産
資

源
開
発
セ
ン
タ
ー

（同
）
マ
博
多
海
員
会
館
全
日

海
福
岡
支
部
経
由

（福
岡
市
）
マ
岩
手
県
立
宮
古
水

産
高
等
学
校

（宮
古
市
〉
マ
大
阪
市
東
部
水
産
物
卸

協
同
組
合

（大
阪
市
）
マ
ア
サ
ヒ
テ
ッ
ク
ス
側

（三

鷹
市
）
マ
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（港
区
）
マ
匿
名

（武
蔵
村
山
市
）
マ
匿
名

（豊
田

市
）
マ
匿
名

（大
田
区
）

〔
二
月
｝

マ
大
島
み
ぎ
わ

（杉
並
区
）
マ
中
央
区
東

京
魚
市
場
青
年
学
級

（中
央
区
）
マ
全
日
海
本
部
職

員
一
同
・
同
釜
石
支
部
・
柴
田
肝
八
・
｛
子
部
セ
メ
ン

ト
グ
ル
ー
プ
船
員
一
同
l
全
日
海
安
全
編
祉
部
経
由

（港
区
）
マ
片
又
伊
作
l
東
京
築
地
中
央
市
場
福
祉

報
徳
会
経
由

（中
央
区
）
マ
春
田
孝
二
郎

（文
京

区
）
マ
牧
野
弁
三
（
松
戸
市
）
マ
丸
屋
水
産
側

（宮

古
市
）
マ
関
静
郎

（文
京
区
）
マ
千
葉
県
水
産
課

（千
葉
市
）
マ
熊
本
県
立
水
産
高
等
学
校

（熊
本
県

苓
北
町
）
マ
川
崎
市
中
央
卸
売
市
場
北
部
市
場
水
産

仲
卸
協
同
組
合
鮮
魚
部
会

（川
崎
市
〉
マ
青
森
県
漁

政
課
・
漁
業
振
興
課
・
漁
港
課
（
青
森
市
）
マ
竹
中

常
夫

（長
崎
市
）
マ
中
山
筆
子

（藤
沢
市
）
マ
水
産

大
学
校
一
同
（
下
関
市
）
マ
小
林
誠

（台
東
区
）
マ

全
国
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
・
水
産
加
工
展

示
フ
ェ
ア
募
金
箱
ほ
か

（中
央
区
）
マ
船
員
親
睦
団

体
北
洋
会
（
同
）
マ
高
橋
圭
介
（
鎌
ケ
谷
市
）
マ
大

津
隆
子

（神
戸
市
）
マ
木
村
か
祢

（渋
谷
区
）
マ
水

産
庁
i
漁
政
課
・
建
設
課
・
沿
岸
諜
・
資
源
課
・
船

舶
管
理
室

（開
洋
丸
）
（
千
代
田
区
）
マ
同
瀬
戸
内

海
漁
業
調
整
事
務
所

（神
戸
市
）
マ
間
遠
洋
水
産
研

究
所
・
間
俊
鷹
丸
（
清
水
市
）
マ
同
日
本
海
区
水
産

研
究
所

（新
潟
市
）
マ
同
九
州
漁
業
調
整
事
務
所
・

同
白
鴎
丸
（
福
岡
市
）
マ
向
南
西
海
区
水
産
研
究
所

一一

（広
島
県
大
野
町
）
マ
同
西
海
区
水
産
研
究
所

（長

崎
市
）
マ
山
上
義
人

（奈
良
市
）
マ
高
津
日
出
夫

（筑
波
市
）
マ
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
水
産
学
科
教

員
一
同

（世
田
谷
区
）
マ
上
回
都
美
（
荒
川
区
）
マ

鹿
児
島
県
水
産
振
興
課

（鹿
児
島
市
）
マ
紛
日
本
栽

培
漁
業
協
会
八
重
山
事
業
場

（石
垣
市
）
マ
飯
村
久

子
（
野
田
市
）
マ
永
橋
和
雄
（
世
田
谷
区
）
マ
川
崎

魚
市
場
側

（川
崎
市
）
マ
加
藤
康
生

（成
田
市
）
マ

匿
名

（品
川
区
）
マ
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会

．
全
国
婦
人
水
産
業
従
事
者
グ
ル
ー
プ
活
動
実
績
発

表
大
会
募
金
箱

（千
代
田
区
）

〈住1）学賞・・与翼学生申〈 》向t傘、・置字檀金等で内徹である．
｛住2）奨学金量与舞学生には、入学ー骨金のみ串量学生を含む．




